
１．基本施策（主要施策）　１次評価

２．重要業績評価指標（KPI）評価

R3 R4 R5 R6

〇関係課及びスポーツ団体等と連携し、温水プールや町民体育館等を利用した健康づくりやス
ポーツ活動がしやすい環境づくりに努めた。

今後の
取組方針

評価
（問題点と
その要因）

これまでの
取組

〇各スポーツ団体等と連携した事業の展開と新規スポーツ（特に誰もが楽しめるスポーツ）の普及
と活動しやすい環境づくりに努める。

〇ボッチャやモルックをはじめ、年齢関係なく楽しめるスポーツの普及が進み、町民のスポーツを通
しての健康づくりの意識が高まっている。

SDGsとの
関係性

【選定理由】

すべての人に質の高い教育（生涯スポーツ）を提供し、健康で住
み続けられる環境を目標とする。

令和７年度総合計画施策評価シート（令和６年度実施分）

基本姿勢１　安心で魅力ある「定住のしま」
　　　～分野３　人をつくり、地域を守るまちづくり～

政策３　　だれもが親しむスポーツ・レクリエーションづくり 本文P62～63

基本
方針

町民がスポーツ・レクリエーションに関心を持ち、親しむことができるよう施設や機会の充実を図るとともに、地
域における人材・団体の育成に努めます。

1-3-3-① 生涯スポーツによる健康づくりの推進 担当課 生涯学習課

2

№ 指標名 指標の内容 単位
H30
基準値

実績値の推移　上段：目標値/下段：実績値

100.0%
－ － 1 2 2

1

スポーツ教室・研修会の
開催

回/年 1
2 2 2 2

達成率
R2

R4

Ｃ・残された課題、KPI達成のため必要な取り組み

R5

Ａ
R6

Ａ

《成果指標の進捗状況》 担当課 生涯学習課

各
年
度
の
評
価

R2

・達成状況　　⇒
Ｄ
R3

Ｄ

①取組状況、結果、分析　※実績が目標を下回った場合はその理由を必ず含めてください。

VICTORY　SUMMITスポーツ医・科学研修講座Ⅱを開催し、スポーツ医・科学や栄養学等に対する
理解を深める場を提供した。
また、町民スポーツ祭りに向けて、モルックの研修会を開催し、ニュースポーツに対する理解を深
め、町民への周知に貢献した。

①課題

各種スポーツを通して健康づくりの意識向上を図るため、集客できる仕組みの構築が必要。

②必要な取り組み　※達成の場合はさらなる効果を生むための取り組みを記載

福祉や健康づくりを担当する部署との連携により高齢者の参加率を挙げ、親子で参加できる体験教室を企画
し、子育て世代及び子ども達の周知を図り、健康づくり意識の醸成を図る。

実績が目標を下回った実績が目標を達成した・上回った



１．基本施策（主要施策）　１次評価

２．重要業績評価指標（KPI）評価 ※Ｎｏ．に☆印がついた目標はＨ３０からの伸び幅を比較し達成率とする。

1-3-3-② 生涯スポーツの振興と交流 担当課 生涯学習課

これまでの
取組

評価
（問題点と
その要因）

今後の
取組方針

〇生涯スポーツに取り組む団体への支援継続と、スポーツ協会の事務局を中心とした各競技団体の
他、スポーツクラブ等の組織強化に取り組みながら団体育成に努めていく。

〇少子高齢化に伴い、少年スポーツ団体は減少傾向にあるが、高齢者のスポーツ団体活動は、盛んに
行われている。

〇競技スポーツの振興事業として、町スポーツ協会に補助するとともに、少年スポーツ団体に活動費や
県大会出場時の費用の一部を補助し、スポーツの振興と交流に努めた。
　また、辻発彦杯争奪野球大会の開催など、本土との交流事業に例年取り組んでおり、姉妹町村の南
阿蘇村とのスポーツ交流においても継続して交流を行っている。

SDGsとの
関係性

【選定理由】

すべての人に包摂的かつ公平で質の高い教育（生涯スポーツ）を
提供し、所外学習の機会を促進する。

№ 指標名 指標の内容 単位
H30
基準値

実績値の推移　上段：目標値/下段：実績値
達成率

R2 R3 R4 R5 R6

R2

・達成状況　　⇒
Ｄ
R3

Ｃ

町民スポーツ祭りでの体験コーナーだけの1回で終わることなく、育成会の球技大会の種目にするなどニュー
スポーツに触れる機会を設け、また、気軽にできる環境づくりの充実を図っていく必要がある。

少子高齢化に伴い、幅広い年齢層が参加できる実施競技種目の選定や、誰でも親しみやすいスポーツ
環境の整備が必要である。

①課題

②必要な取り組み　※達成の場合はさらなる効果を生むための取り組みを記載

R4

Ｃ・残された課題、KPI達成のため必要な取り組み

町スポーツ推進委員協議会が中心となって、町民誰もが簡単に取り組みやすい種目を採用し、スポー
ツ協会や関係機関と連携しながら大会の企画から運営までを行っている。
世代間交流が可能なスポーツを実施し、参加率の向上を図ったが、親子での参加が少なく、子育て世
代への周知が不十分だった。これを踏まえ、育成会や子ども会を通じて、情報発信を行い、子育て世代
に普及啓発していく。

①取組状況、結果、分析　※実績が目標を下回った場合はその理由を必ず含めてください。

《成果指標の進捗状況》 担当課 生涯学習課

各
年
度
の
評
価 R5

Ｃ
R6

Ｃ

1
★
　
横
断

0.0%
－ 106 141 81 92

「スポーツまつり」への参
加者数

人/年 154
160 170 180 190 200

実績が目標を下回った実績が目標を達成した・上回った



１．基本施策（主要施策）　１次評価

２．重要業績評価指標（KPI）評価

２次評価委員会からの評価・意見等

これまでの
取組

評価
（問題点と
その要因）

今後の
取組方針

〇町内の地区体育館の維持管理に取り組むとともに、施設の適正な配置や利用頻度及び経年劣
化などによる施設の整理や整備に努める。また、屋外施設についても計画的に取り組む。

〇主要施設の改修や修繕を行い、利用者が安全に安心して使用できるようになった。

〇スポーツ活動の主要施設の改修や休止中で老朽化が著しい地区体育館等の解体を行い、施設
の整備に取り組むとともに、現在使用されている体育施設の維持に努める。

1-3-3-③ スポーツ施設の整備・充実 担当課 生涯学習課

H30
基準値

実績値の推移　上段：目標値/下段：実績値
達成率

R2 R3 R4 R5 R6
№ 指標名 指標の内容 単位

5 5 5 6

《成果指標の進捗状況》 担当課 生涯学習課

各
年
度
の
評
価

R2

・達成状況　　⇒
Ａ
R3

Ｂ

中核スポーツ施設の改
修（累計）

解体及び改修施設数 施設 4
5 6

SDGsとの
関係性

【選定理由】

すべての人が安全で、環境に配慮した公園などの公共スペース
を作ることを目標とする。

町民がスポーツ・レクリエーションを親しむ機会がなくならないよう、体育施設や設備等の適切な維持管理を公共施
設総合管理計画に基づき実施している。スポーツに親しんでもらえるよう開催しているスポーツ祭りへの参加者が目
標に達しないことは開催日程の都合上他の行事と重複してしまうことなども要因としてあり、様々な意見を総合して改
善策を検討して行く必要がある。町民がより身近にスポーツに親しんでもらえるよう各種団体関係者らと連携しながら
振興を図っていく必要がある。

R4

Ｂ・残された課題、KPI達成のため必要な取り組み

R5

Ｂ
R6

Ａ

１
　
ま
ち

6 6

生涯スポーツ活動に主要施設である総合体育館３館と温水プールの大規模改修が完了している。
地区体育館として利用されている荒川体育館の改修が完了し利用頻度の高い施設の改修が完了
した。

老朽化等で実際に使用できない施設は解体等行い、他のスポーツ施設は必要に応じて改修に取り
組むとともに、利用者数を増やすため空調の設置など設備の充実を図る検討、取り組みを行ってい
く。

使用頻度の少ない地区体育館等の維持管理や休止及び廃止などを含め計画的に整理する必要
がある。

②必要な取り組み　※達成の場合はさらなる効果を生むための取り組みを記載

①課題

①取組状況、結果、分析　※実績が目標を下回った場合はその理由を必ず含めてください。

6
100.0%

5

実績が目標を下回った実績が目標を達成した・上回った


